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Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
退
職
者
の
会

香
川
県
支
部
協
議
会

新
年
の
あ
い
さ
つ

会
長
　
下
河
　
進

会
員
の
皆
様
に
は
新
年
を

健
や
か
に
迎
え
ら
れ
た
こ
と

と
拝
察
い
た
し
ま
す
。

昨
年
は
、
三
密
を
避
け
、

会
の
行
事
な
ど
も
中
止
と
し

ま
し
た
が
、
今
年
は
コ
ロ
ナ

を
克
服
し
、
外
出
自
由
・
マ

ス
ク
な
し
で
親
睦
・
交
流
で

き
る
こ
と
を
強
く
望
ん
で
い

ま
す
。

退
職
者
の
会
員
も
高
齢
化

が
進
行
し
て
お
り
、
会
員
と

の
接
点
を
拡
大
し
、
血
の
通

い
合
う
組
織
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
今
年
は
総
選
挙
が

施
行
さ
れ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍

で
社
会
的
矛
盾
が
一
気
に
噴

出
し
て
お
り
、
社
会
の
公
平

性
と
安
定
し
た
老
後
を
守
る

た
め
に
も
退
職
者
の
会
と
し

て
力
を
注
ぐ
こ
と
と
し
ま
す
。

今
年
も
退
職
者
の
会
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と
と

も
に
、
会
員
皆
様
の
ご
健
康

と
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
ま
す
。
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10
月
24
日
に
開
催
し
た
第
22
回
香
川
県

支
部
協
議
会
総
会
を
う
け
て
、
11
月
24
日
の

西
讃
地
区
協
議
会
総
会
を
皮
切
り
に
12
月
9

日
の
高
松
ま
で
各
地
区
協
総
会
を
開
催
。

今
回
の
地
区
協
総
会
で
の
役
員
改
選
で
２

地
区
の
代
表
者
が
交
代
し
ま
し
た
。

5
年
間
、
高
松
地
区
に
次
ぐ
大
所
帯
の
中

讃
地
区
を
ま
と
め
て
き
た
宮
本
英
征
さ
ん
か

ら
久
保
法
夫
さ
ん
に
交
代
し
ま
し
た
。

「
手
配
り
体
制
の
充
実
で
会
員
と
の
接
点

を
拡
大
し
た
い
」
と
決
意
を
述
べ
る
久
保
さ

ん
。
支
部
協
事
務
局
長
を
２
年
間
経
験
、
西

地
退
連
事
務
局
長
や「
香
川
く
ら
し
の
相
談
」

で
法
律
の
知
識
も
豊
富
で
、
相
談
に
も
最
適

な
人
材
で
す
。

人
の
好
さ
と
気
配
り
で
４
年
間
代
表
を
務

め
た
河
本
光
夫
さ
ん
の
後
任
に
森
清
隆
さ
ん

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
本
人
は
来
年
度
か
ら

と
勘
違
い
し
て
い
た
ら
し
く
、
前
倒
し
の
就

任
と
な
り
ま
し
た
が
、
芯
の
強
さ
を
も
ち
新

た
な
地
区
協
の
活
動
に
期
待
し
ま
す
。

釣
り
三
昧
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
か
ら
の
転

身
。退
職
者
の
活
動
で
忙
し
く
な
る
の
で
、津

田
の
魚
も
ホ
ッ
と
し
て
い
る
の
で
は
…

来
春
（
４
月
11
日
告
示
、
18

日
投
開
票
）
行
な
わ
れ
る
予
定

の
丸
亀
自
治
体
選
挙
は
、
梶
市

長
の
３
選
と
24
議
席
を
争
う
市

議
会
議
員
選
挙
が
同
時
に
行
な

わ
れ
ま
す
。

素
早
い
コ
ロ
ナ
対
策

梶
市
長
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
で

も
い
ち
早
く
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン

タ
ー
を
立
ち
上
げ
、
市
内
の
医

療
機
関
と
相
談
し
な
が
ら
実
施
。

コ
ロ
ナ
対
策
子
育
て
応
援
給
付

金
も
５
月
に
実
施
済
み
で
す
。

さ
ら
に
、
事
業
者
に
も
感
染
拡

大
防
止
給
付
金
や
、
コ
ロ
ナ
関

連
融
資
事
業
者
へ
の
応
援
金
を

す
で
に
給
付
し
て
い
ま
す
。

求
め
ら
れ
る
議
会
の
刷
新

い
ま
、
市
議
会
で
は
保
守
系

の
議
員
が
副
市
長
に
「
議
員
定

数
を
減
ら
し
た
の
で
報
酬
を
上

げ
る
べ
き
だ
」
と
執
拗
に
恫
喝

し
、
ま
た
、
市
職
員
に
対
し
て

も
パ
ワ
ハ
ラ
を
し
た
こ
と
が
百

条
委
員
会
で
認
定
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
保
守
系
会
派

の
横
暴
は
目
に
余
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。12
月
本
会
議
で
報
告・

承
認
の
段
階
に
来
て
い
ま
す
が
、

承
認
さ
れ
る
か
否
か
良
識
あ
る

市
民
の
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

梶
市
長
へ
の
攻
撃
も
激
し
く
、

傍
聴
者
も
眉
を
ひ
そ
め
て
い
ま

す
。こ

う
し
た
議
会
を
刷
新
す
る

た
め
に
、
連
合
香
川
は
現
職
３

名
と
新
人
５
名
を
擁
立
。「
Ｎ
Ｔ

Ｔ
労
組
退
職
者
の
会
」
は
、
旧

市
在
住
者
は
横
川
重
行
議
員
を
、

綾
歌
・
飯
山
地
区
は
加
藤
正
員

議
員
を
推
薦
し
て
戦
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

会
員
と
ご
家
族
の
強
力
な
支

援
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

楽
し
ん
だ
よ
な
ア
〜
こ
れ
が

楽
し
ん
だ
よ
な
ア
〜
こ
れ
が中讃地区協議会

直井 敏彦

　

復
旧
が
す
す
む

　
　

丸
亀
城
の
石
垣
工
事

　

丸
亀
城
の
石
垣
が
過
去
に
何

度
も
崩
れ
て
い
る
こ
と
は
ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
と
同
じ
場
所
が
築
城
以

来
７
度
も
崩
落
し
て
い
る
の
で

す
。

　

30
年
前
の
前
回
の
崩
落
で
は

元
状
復
旧
を
行
な
っ
た
た
め
、

今
回
の
再
崩
落
に
至
り
ま
し

た
。
本
当
は
、
石
垣
の
基
本
設

計
か
ら
の
見
直
し
が
必
要
だ
っ

た
の
で
す
。

　

元
を
た
ど
れ
ば
、
島
原
の
乱

の
後
、
幕
府
は
内
海
に
睨
み
を

利
か
せ
る
た
め
、
山
崎
家
治
に

大
き
く
て
高
い
石
垣
の
丸
亀
城

を
作
ら
せ
ま
し
た
。
し
か
し
、

山
に
は
地
盤
の
弱
い
部
分
が

あ
っ
た
の
で
す
。
築
城
後
も
繰

り
返
し
修
理
を
行
な
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
復
旧
工
事
で
は
、
歴

史
を
踏
ま
え
、
構
造
等
抜
本
的

な
見
直
し
を
主
張
す
る
歴
史
の

先
生
方
が
市
に
熱
意
を
も
っ
て

提
言
し
、
そ
の
お
陰
で
大
規
模

な
基
盤
強
化
工
事
が
現
在
進
行

中
で
す
。

　

私
も
お
手
伝
い
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
が
、「
歴
史
を
知
ら
ず

に
判
断
す
る
と
誤
る
」
好
例
だ

と
思
い
ま
す
。

　

今
で
は
４
サ
ー
ク
ル

　
　
　
　
　
　

の
世
話
役
に

　

最
初
の
歴
史
サ
ー
ク
ル
に
参

加
し
て
８
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

親
族
に
戦
争
犠
牲
者
が
多

か
っ
た
た
め
、
最
初
に
始
め
た

の
は
近
代
史
で
し
た
。
今
は
古

代
、
中
世
、
地
域
史
に
も
時
代

を
広
げ
、
４
つ
の
サ
ー
ク
ル
の

世
話
役
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
教
材
は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
が
主
で
、
皆
で
勉
強
す
る
形

式
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
私
の

負
担
が
軽
く
、
参
加
者
か
ら
も

好
評
で
す
。

　

今
の
時
代
は
、
科
学
の
進
歩

等
で
古
代
も
中
世
も
歴
史
の
解

明
が
急
速
に
進
み
、
昔
勉
強
し

た
教
科
書
は
す
っ
か
り
過
去
の

も
の
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

楽
し
く
て
役
に
立
ち
、
仲
間

も
で
き
る
歴
史
サ
ー
ク
ル
。

　

興
味
が
わ
き
ま
し
た
ら
是
非

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

中 讃 地 区

久 保 法 夫

東 讃 地 区

森   清隆

──── 新地区代表者紹介 ────

市
長
に
梶
、
市
議
選
は
横
川
・
加
藤
を
推
薦

丸
亀
自
治
体
選
挙
は
４
月
11
日
告
示
、
18
日
の
投
開
票
に

崩落した丸亀城の石垣

３期目に挑戦
梶　正治市長

横川重行議員
旧丸亀市推薦

加藤正員議員
綾歌・飯山推薦

戦闘機のプラモデル

苦労して編纂した研究史

興 味 は 尽 き ぬ 歴 史 三 昧

連絡先は支部協へ
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日
々
感
謝

退
職
し
て
20
年
、
そ
の
間
病

気
、
怪
我
等
で
病
院
の
お
世
話

に
な
っ
た
。
今
、
体
調
は
万
全

で
は
な
い
が
、
再
び
好
き
な
事

が
出
来
る
毎
日
に
感
謝
。
家
族

の
為
の
野
菜
作
り
、
心
和
ま
せ

て
く
れ
る
花
達
と
向
か
い
合
う

時
が
至
福
で
あ
る
。
今
後
も
ゆ

っ
く
り
と
、
こ
の
生
活
が
送
れ

る
と
い
い
な
あ
…
と
思
う
。

菜
園
と
会
話
す
る
日
々
に

退
職
し
て
早
や
18
年
に
。

当
初
は
、
阿
南
の
鯛
を
始
め

釣
り
三
昧
、
傍
ら
友
達
の
桃
園

の
手
入
れ
や
菜
園
な
ど
、
少
し

は
充
実
し
て
い
た
と
思
え
る

日
々
を
送
っ
て
い
ま
し
た
が
、5

年
前
に
自
動
車
免
許
を
返
納
し

て
か
ら
は
、
遠
出
す
る
こ
と
も

な
く
、
近
く
の
畑
で
野
菜
と
会

話
す
る
日
々
と
な
っ
て
い
ま
す
。

猫
は
二
匹
い
ま
す

ゴ
ル
フ
も
車
も
85
歳
ま
で
が

目
標
。
鰆
つ
り
は
そ
ろ
そ
ろ
納

竿
？
下
手
な
碁
と
、親
友
と
の
飲

み
会
は
生
涯
続
け
た
い
。好
き
な

野
菜
づ
く
り
は
胃
を
全
摘
し
た

の
で
健
康
維
持
の
た
め
に
必
要

な
も
の
の
一
つ
に
。
俳
人
「
瓢

水
」
に
心
酔
し
、
句
を
終
活
の
糧

と
し
て
い
ま
す
が
足
跡
を
訪
ね
る

旅
は
コ
ロ
ナ
後
の
楽
し
み
に
。

近
況

自
由
な
生
活
は
、
早
や
８
ヵ

月
経
ち
ま
し
た
。
退
職
後
は
何

か
作
る
事
に
挑
戦
し
よ
う
と
思

て
い
た
の
で
、
家
庭
菜
園
と
木

工
を
は
じ
め
ま
し
た
。

採
れ
た
野
菜
や
作
っ
た
ベ
ン

チ
等
は
妻
や
孫
に
は
好
評
で
す
。

ま
た
、
心
身
の
栄
養
補
給
と
し

て
毎
日
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
と
長
寿

大
学
に
通
っ
て
い
ま
す
。

四
国
遍
路
と
農
作
業

退
職
し
て
、
8
ヵ
月
、
高
野

山
開
創
千
二
百
年
の
２
０
１
６

年
に
始
め
た
四
国
遍
路
も
11
月

6
日
の
高
野
山
参
拝
で
４
回
目

の
満
願
。

日
々
の
暮
ら
し
は
、
農
作
業

に
明
け
暮
れ
て
お
り
、
母
か
ら

ス
キ
ル
継
承
が
で
き
な
か
っ
た

た
め
、
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
を
参

考
に
悪
戦
苦
闘
中
で
す
。

今
を
元
気
で
耐
え
る
の
み

今
年
の
3
月
に
退
職
し
、
地

域
の
営
農
組
合
で
百
姓
三
昧
。

麦
播
き
の
た
め
に
一
日
ト
ラ
ク

タ
ー
に
揺
ら
れ
て
ド
ラ
イ
ブ
気

分
。
本
当
は
春
に
長
崎
針
尾
の

電
波
塔
を
見
に
行
く
予
定
だ
っ

た
が
、
に
っ
く
き
コ
ロ
ナ
で
断

念
。
気
兼
ね
な
く
旅
が
出
来
る

日
を
心
待
ち
に
し
て
、
元
気
を

温
存
し
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
。

資
格
取
得
へ

今
年
3
月
に
退
職
し
ま
し
た
。

さ
ぬ
き
市
在
住
の
木
下
で
す
。

次
の
仕
事
を
捜
す
た
め
、
危
険

物
、
消
防
設
備
な
ど
の
資
格
を

取
る
べ
く
7
月
か
ら
ポ
リ
テ
ク

セ
ン
タ
ー
へ
通
っ
て
い
ま
す
。

暑
い
夏
が
過
ぎ
、
冬
が
来
て
い

ま
す
が
、
頭
に
ガ
タ
が
き
て
さ

っ
ぱ
り
動
き
ま
せ
ん
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
。

ブ
ル
ド
ッ
グ
の
「
桃
太
郎
」

振
り
返
り
ま
す
と
、
退
職
し

て
暇
を
持
て
あ
ま
し
て
い
る
よ

う
で
、
結
構
多
忙
な
日
々
を
過

ご
し
て
い
ま
す
。
そ
の
最
大
の

要
因
は
超
愛
犬
の
ブ
ル
ド
ッ
ク

の
「
桃
太
郎
」
で
す
。
こ
の
一

年
間
、
大
切
に
育
て
て
、
5
キ

ロ
の
体
重
が
30
キ
ロ
に
な
り
ま

し
た
。我
が
家
の
宝
物
で
す
。ワ

ン
。 近

況
退
職
後
は
健
康
に
留
意
し
、

平
凡
な
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

今
、
月
2
回
書
道
教
室
に
通
っ

て
い
ま
す
。
体
力
・
集
中
力
共

に
衰
え
、
毎
月
の
課
題
の
提
出

で
精
い
っ
ぱ
い
で
す
。
よ
き
指

導
者
に
出
会
い
、
書
友
と
和
気

あ
い
あ
い
の
雰
囲
気
の
中
、
楽

し
い
時
間
を
持
て
て
い
る
こ
と

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

サ
ン
デ
ー
毎
日

今
年
は
サ
ン
デ
ー
毎
日
な
の

で
趣
味
の
魚
釣
り
や
家
庭
菜
園

の
野
菜
の
世
話
、
少
し
家
事
の

手
伝
い
と
充
実
し
た
日
々
を
送

っ
て
い
ま
す
。
休
日
は
子
供
や

孫
達
が
来
て
、
魚
や
野
菜
を
美

味
し
い
と
言
っ
て
食
べ
て
く
れ

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
体
に
気
を

付
け
て
、
趣
味
を
満
喫
し
た
い

で
す
。

コ
ロ
ナ
収
ま
れ
ば
旅
行
に

退
職
し
た
ら
物
置
の
片
付
け

等
、
色
々
考
え
て
い
る
う
ち
に

6
年
が
経
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
休
ん
で
い

た
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
通
い
を
再
開
。

週
1
回
地
域
の
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
、

そ
し
て
趣
味
の
習
字
を
細
々
と

続
け
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
が
収

ま
れ
ば
旅
行
に
行
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

古
希
と
五
人
目
の
孫

光
陰
矢
の
如
し
、
古
希
を
迎

え
ま
し
た
。
娘
タ
イ
在
住
、
コ

ロ
ナ
で
往
来
で
き
ず
、
ラ
イ
ン

で
近
況
報
告
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の

5
月
生
ま
れ
の
孫
、
仕
草
や
笑

顔
が
愛
お
し
く
思
わ
ず
顔
が
綻

び
癒
や
さ
れ
ま
す
。
カ
ー
ブ
ス

に
通
い
筋
ト
レ
、
有
酸
素
運
動
、

ス
ト
レ
ッ
チ
で
肩
コ
リ
を
解
消

し
て
い
ま
す
。

く
ち
び
る
に
歌
を

退
職
し
て
1
年
、
少
し
ば
か

り
の
稲
作
と
95
歳
の
母
の
世
話
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等
、
日
々
を
過

ご
し
て
い
ま
す
。
60
歳
を
機
に

地
元
混
声
合
唱
団
に
入
り
市
民

音
楽
祭
、
芸
能
祭
、
老
人
施
設

慰
問
（
将
来
の
た
め
の
下
見
）

等
で
発
表
し
て
い
ま
す
が
、
コ

ロ
ナ
禍
で
自
粛
中
、
再
開
を
心

待
ち
に
し
て
い
る
所
で
す
。

息
子
の
言
葉
に
…

「
暇
だ
か
ら
用
事
を
つ
く

る
」
息
子
の
言
葉
で
す
。

沢
山
用
事
作
っ
て
ま
す
。

バ
イ
ク
、
家
の
メ
ン
テ
、
13

年
目
に
な
る
通
学
路
の
旗
振
り
、

孫
と
2
回
目
の
小
学
校
の
勉
強
、

そ
し
て
秋
か
ら
冬
、
巷
で
ブ
ー

ム
の
薪
ス
ト
ー
ブ
を
持
っ
て
の

ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ
、
ゆ
れ
る
炎
と

音
楽
、
い
い
で
す
よ
。

　会員の近況です。積極的にご応募ください。応募
要領は、100 字程度の原稿を、はがきかメールで投
稿ください。（メールアドレスは 1 頁枠外に記載）

「
あ
り
が
と
う
」
近
況

「
あ
り
が
と
う
」
近
況

三豊市
荻田 玲子

高松市
梶村　傳

高松市
岡　　登

土庄町
山本 康則

観音寺市
井下 洋司

高松市
田中 洋子

高松市
多田 秀子

高松市
高木 康二

さぬき市
木下　郭

善通寺市
笹山 正邦

神
戸
市
在
住
・
米
寿
（
11
月
）

東
か
が
わ
市
在
住
・
喜
寿
（
11
月
）

丸
亀
市
在
住
・
古
寿
（
10
月
）

東かがわ市
石原 克幸

まんのう町
上里 敏昭

高松市
長尾　操

坂出市
北村 重徳
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昨
年
は
コ
ロ
ナ
で
７
月

の
カ
ラ
ー
版
は
中
止
と
な

っ
た
が
、
80
歳
超
ア
ン
ケ

ー
ト
で
機
関
紙
の
重
要
性

を
改
め
て
知
り
ま
し
た
▼

今
回
か
ら「
会
員
便
り
」を

３
面
に
移
し
、
文
字
数
を

減
ら
し
投
稿
し
や
す
く
紙

面
を
改
善
▼
４
面
は
総
会

で
の
声
を
う
け
、
新
サ
ー

ク
ル
の
発
足
を
周
知
す
る

な
ど
、
親
睦
拡
大
に
な
れ

ば
と
期
待
し
て
い
ま
す

（
記
・
石
川
正
治
）

囲碁、将棋は8月に退職者独自、2月に
情報労連主催の大会を、12月には連合・東
地帯連主催の大会が定着していました。し
かし昨年は2月の情報労連の大会(大会の
写真の一コマは下に掲載)は出来たものの、
8月の囲碁大会と12月の連合・東地帯連の

囲碁・将棋大会はコロナ禍で中止になりま
した。囲碁は、世話役の高齢化を克服する
世代交代が、将棋は井上宏氏を代表とする
再結成が準備されていましたが、コロナ禍
で延期になっており、同好会では、囲碁、
将棋共1日も早いコロナ禍の収束が待たれ
ています。（記・宮本敏彦）

フォトクラブは去年6月・アートプラ
ザで作品展を実施しました。 コロナ禍で
実施するかどうか迷いましたが、コロナ
対策をしながら会員7～8名で手際よく
展示を進め、期間中は80名を超える記帳
と多くの励ましの言葉を頂きました。

年２回作品展を実施しており、今月1月
６日～ 31 日まで仏生山の「さ房・むらっ
ぺ」で開催中です。近くへお越しの際は美
味しいコーヒーを飲みながらご高覧頂け
ればと思います。尚、クラブの総会も１月
に同場所で計画しています。

（記・石川正治）

神
主
の
祝
詞
始
ま
る
吉
書
揚

バ
ス
を
待
つ
ひ
と
と
き
の
間
や
春
隣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
松
市
・
浅
田
　
和
美

初
春
や
空
に
結
び
し
吉
み
く
じ

ま
ま
な
ら
ぬ
人
の
世
な
れ
ど
春
の
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
松
市
・
上
枝
　
文
敬

郷
土
宰
相
の
軌
跡
綴
る
や
初
明
か
り

一
気
飲
む
寒
九
の
水
や
背
筋
伸
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
観
音
寺
市
・
清
水
　
茂
昭

床
飾
る
結
び
柳
や
初
茶
の
湯

刀
鍛
冶
七
つ
道
具
に
注
連
飾
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
松
市
・
横
山
　
注
連
太
郎

鏡
餅
ビ
ル
は
閑
か
に
時
刻
む

ハ
ッ
ピ
ー
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー

　
グ
ロ
ー
ブ
の
よ
う
な
掌
握
り
来
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
松
市
・
河
端
　
　
豊

囲
碁
・
将
棋
同
好
会

フ
ォ
ト
サ
ー
ク
ル

　待たれるコロナの収束
　　　囲碁の世代交代、将棋の再結成

写真　「四国の秘境駅」　高松市　吉川 正繼

郷土行事伝承　「団子馬作り」　丸亀市　大西 芳一

水彩画　「静物」　高松市　坂口 郁子

写真　「私、アイドルにゃ」　高松市　谷本 信雄

「さ房・むらっぺ」で作品展 （2021年1月6～31日）

囲碁（左：木村道夫／右：塩崎國夫）

▲アートプラザでの展示風景（同）

▲アートプラザ展示作業（20年6月）

将棋（左：松浦義夫／右：井上　宏）


